
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

人員不足等により、抜本的改革の実施の検討ができていないため。
２つある（単独公共下水道と流域下水道）公共下水道を持続可能な事業とし
て維持していくためにも、抜本的な事業の見直しを今後行っていく。

団体名 事業名 公営企業の名称

神川町 下水道事業 公共下水道事業
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現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


